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暑熱下に開催される競技会での
ヒートルールの採用と適用について
　JTA公式トーナメント競技規則「24．ヒートルール」は、JTAランキング対象大会の

J1以上で、男女シングルス・ダブルスのうち、試合フォーマットが3タイブレークセット、

またはファイナルセットがアドバンテージセットで行われる種目に限り適用されるとされて

います。しかし、暑熱下の無理な試合の続行は、選手の安全だけでなく大会主催者とし

ての管理責任に直結し、場合によっては取り返しのつかない事態に発展しかねません。

ここでいう取り返しのつかない事態には、出場選手の熱射病、死亡事故、大会存続の

危機、主催者の損害賠償責任が含まれます。そこで、大会主催者は、環境省の「暑さ

指数（WBGT）予測値等電子情報提供サービス」が1時間ごとに提供する大会会場に最も

近い地点でのWBGTを参考に、主催大会に以下のヒートルールの採用と適用をするこ

とが期待されます。
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気温
（参考）

暑さ指数
（WBGT） 指針レベル 対　応

24

～

28℃

21

～

25℃
注意

熱中症の兆候に注意するとともに、エンドチェンジの際に積極
的に水分・塩分を補給するよう促す。

28

～

31℃

25

～

28℃
警戒

WBGT25℃以上では、熱中症の危険が増すので、積極的
に休息をとり適宜、水分・塩分を補給させる。

31

～

35℃

28

～

31℃
厳重警戒

WBGT28℃以上では、熱中症の危険性が高いので、頻繁
に休息をとり水分・塩分の補給をさせる。体表冷却手段を提
供する。

35℃
以上

31℃
以上 特別対応

上記の厳重警戒対応に加え以下の対応を講じる。
■1 J1以上の大会で3セットマッチで行われる種目
　 １ 以下のいずれかの試合フォーマットを選ぶ。
　　 ●ファイナルセットマッチタイブレーク
　　　（10ポイントまたは7ポイント）
　　 ●３タイブレークセット

　 2 最終セット前に１０分間のコート外での休憩を与える。

■2 上記以外のJTA公式大会で３セットマッチで行われる種目
　 １ 以下のいずれかの試合フォーマットを選ぶ。
　　 ●３ショートセット
　　　（４ゲームオールまたは３ゲームオールタイブレーク）
　　 ●ファイナルセットマッチタイブレーク
　　　（10ポイントまたは7ポイント）

　 2 最終セット前に１０分間のコート外での休憩を与える。
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2 暑熱下に開催される競技会での
メディカルルール適用について
JTA公式トーナメント競技規則「25.メディカルルール」により、選手は試合中に発生した

ケガや病気の場合、レフェリーまたはアンパイア（ロービングアンパイアを含む）を通じて

トレーナーまたはドクターを要請し、次のエンドチェンジかセットブレーク中に診察を受け

たりあるいは自ら回復につとめたりすることができる。これは暑熱下での試合にも当て

はまり、次のルールが適用されます。

1

●選手は、1試合につき1人1回のメディカルタイムアウト（3分間の手当）を取れる。
● 選手は、メディカルトリートメントとしてエンドチェンジ（90秒）、セットブレークの時間内
（120秒）に手当を受けたり、ドクターから医薬品を受け取ったりできる。手当は2回まで
ならメディカルタイムアウトの前でも後でも取ることができ、その2回は連続するエンドチェ
ンジでなくてもよい。ただし、手当のできない症状の場合には適用されない。

他方、選手がケガや熱中症を含む病気の発生にも拘わらずプレーの継続を求めた場合、

レフェリーは選手の安全のためにJTA公式トーナメント競技規則「25.メディカルルール」の

「8.身体的プレーの限界」を適用することができるとされている。暑熱下における「身体的

プレーの限界」の運用は以下の通りとする。

（ア）ドクター若しくはトレーナーが配置されている大会
● レフェリーはドクターまたはトレーナーが熱中症の発症と判断した場合、選手に棄権あ
るいはリタイアを宣告する。

（イ）ドクター、トレーナーの何れもが配置されていない大会
● 次頁に掲げる該当する熱中症を疑わせる状態の重症度点の合計が3点以上を「身体的
プレーの限界」の判断の基準とし、レフェリーはその基準に達した選手に棄権若しくは
リタイアを宣告する。
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選手が棄権若しくはリタイアが宣告された場合、レフェリーは同選手に対して一次救命措置

を始めとする緊急時の応急処置の手配をしなければならない。
3

テニス協会_熱中症対策_A5.indd   3 2020/08/12   14:39


